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2 年生になってからの二回目の定期考査が終了しました。この時期は 1 学期が終わりに近づ

いてきているときでもあります。今回のテストの結果を踏まえて、夏休みにどのように学習して

いくか計画してみてはいかがでしょうか。まだ受験の年ではないので、夏休みを１番楽しめる学

年ではあるのですが、油断せずに、早い段階から準備をしておいて受験の成功に少しでも近づい

ておくのが良いのではないでしょうか。 

来週の予定 登校時間８：２５ 

日にち  予 定 

6月 26日 月 ① ～⑤通常授業 学年朝礼 

6月２7日 火 ① ～⑤通常授業 部活動再登校 １６：００ 

6月 28日 水 ① ～⑤通常授業 ⑤職場体験事前訪問 専門・委員中央委員 

6月 29日 木 ① ～⑤通常授業 部活動再登校 １６：００ 

6月 30日 金 ① ～⑥通常授業 

運動会 作文 

「運動会が終わって」                       2年 A組 ＯＥ 

 今回、私は初めての実行委員という立場で運動会を行った。 

初めの頃、私たちのクラスは正直不安な場面が多かった。全員で息を合わせて進む学年種目ミ

ステリーサークルは歩くことさえ難しい状況で、特に不安が大きかったと思う。だが、そんな不

安を取り除いてくれたのは皆のかける声だった。「とにかく楽しんだらそれで良い」そこから私

たちのクラスには声援が多くなった。 

運動会前日、私たち実行委員は放課後に残って準備をしていた。これまで一生懸命準備してき

たものが、明日で終わってしまうと思うと少し寂しかったが、同時に明日絶対に成功させようと

いう気持ちが強くなった。 

そして、迎えた本番は意外にあっけなく終わってしまった。全てのプログラムがスムーズに行

われ、すぐに結果発表の時間だ。結果は残念だった。学年では最下位、だがふしぎと私たちに悔

いはなかった。 

今回の運動会で私は分かった事がある。それは何事も全力で行えば楽しいという事だ。逆に全

力を尽くさずに運動会を行っていたら皆にも悔いが残っていたのではないかと私は思う。これ

から行われる全ての行事にも、この運動会で学んだ事を生かして頑張りたい。そして、来年最後

の運動会は今までで一番楽しい運動会にしたい。 

～裏面へ続きます～ 



 

～運動会の作文の続きです～ 

「運動会」                           ２年 B組 ＲＨ 

 今年は４年ぶりに全校で運動会が行われた。僕は、運動会実行委員になった。実行委員は

大変だった。みんなをまとめなければいけないし、走順も決めなければいけなくて、とても大

変だった。練習では、うまくいかなくて特に、学年種目のミステリーサークルが難しくて、息

が合わなくて大変だったけど本番では、ぎりぎり４位だった。大縄跳びは、男女でやって、全

然うまくいかなかった。しかも、回す人が休んだときは「やばい」と思ったけれど、最後の体

育で学年１位の記録を出して自信がついた。本番では、８７回という記録で１位になった。と

ても嬉しかった。リレーは、走順を何回も変えて大変だった。最後の記録発表では、B組は最

下位だった。だけれど、みんなで練習をして団結したおかげでクラスの団結力が高まったいい

運動会だったと思う。最初は、うまくいかなかったりしたけれども、みんな文句を言わずにつ

いてきてくれたし、みんなには感謝したい。今回の運動会で、いろいろな事を学んだ。みんな

をまとめることの大変さ、どうしたら勝てるか考える大変さ、いろいろな大変があった。練習

は残念だったけど、その分良いこともいっぱいあったし、学べたこともたくさんあったので、

良かったです。 

 

 

 

 

「クラスの協力」                         ２年 C組 ＲＫ 

久しぶりの全校で運動会、二年 C組は学年二位、縦割りでは一位という素晴らしい結果だっ

た。でも、この結果に至るまでに大きな壁にぶつかった。 

それは、学年種目のミステリーサークルだ。この種目は全員で足を合わせて歩かなければい

けない。初めてのミステリーサークルをした日、私たちは足どりがまったく合わず。転んでし

まうばかりだった。うまく前にも進めず、ゴールするまでに何分もの時間がかかってしまっ

た。そこで私達はどうすれば、今よりも早くゴールすることができるのかを考えて、意見を言

い合った。でも、意見を出し合うことで、意見が割れてしまうこともあった。それでも私達は

あきらめずに声を出し合った。「１、２、１、２」とみんなで声を出した。声を出し合って 

“協力”をすることで少しずつ足どりも合うようになった。運動会当日。練習では何回も何

回も転んでつまずいてしまったのに、それが嘘かのように、１度も転ぶことなく早いタイムで

ゴールすることができた。一位とはならなかったが、大きな達成感があった。とってもうれし

かった。 

 私は、この運動会で、人が“協力”するためには声を出すことが何よりも大切だと実感し

た。運動会は来年にもあり、今年は合唱コンクールという大きな行事がある。その時もクラス

が一体となって“協力”することがとても大切なことだと思う。この運動会で学んだことをこ

れからの行事に生かし、いい結果を残せるように頑張りたい。 


